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国労東日本本部定期大会開催される
国労東日本本部は、９月２３～２４日に第２３回定期委員会を埼玉県さいたま市で開催し、この１年間の総括から当面する運動方針を確立、高野新委員長をはじめ新体制を選出しました。
今大会の約２週間前に東北新幹線の架線交換現場で作業員が死亡する痛ましい事故が発生し、各地方の代議員から職場の安全問題、組織強化・拡大について多くの発言がありました。
私たち青年部員が国労に加入するきっかけとなったのは、安全問題に対して所属組織を問わず、職場で一緒に働く仲間の問題として会社にハッキリ「モノを言う」先輩方の姿でした。
安部常任委員の特別発言でも触れていた「国労は仲間意識が強くて人間味がある」という件は、国労運動に共感して加入を決意してくれた仲間の心に強く響いており、他労組の仲間も「誰が職場で一生懸命頑張っているのか」「労働組合らしい運動をしている組合の姿」をよく見ています。「一緒に職場を変えていこう！」を合言葉に全ての仲間と力を合わせようではありませんか！
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いつの列車だ！？

台風で大混乱のＪＲ
朝のラッシュ時に台風１８号が接近した１０月８日の首都圏では、ＪＲの主要各線が長時間運転を見合わせた一方、私鉄はダイヤが乱れながらも運行を続けました。駅間停車でお客様の誘導に時間がかかった路線、交代乗務員や車両が手配できずに運休どころか「行方不明」「列番重複」になる貨物列車。ＪＲから振替を受諾してお客様混雑で列車の運転を一時見合わせた私鉄など・・・。各線を利用する「お客様」の中には職場へ通勤する社員も多くいました。みなさん大変お疲れ様でした！






